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地球温暖化対策のため , 各国は低炭素エネルギーとして太陽光発電や風力発電などの
自然エネルギーを普及させています。 技術進歩により , 従来の化石･原子力エネルギーと
比較して自然エネルギーのコストも低下していますが , その普及のためには
送電システムや電力市場などを全面的に改革する必要があります。
今回は日本の自然エネルギー普及の現状とさらに普及させるために必要な
電力システムの改革について , 主に経済学の観点から議論します。
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